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国 ㄒ ⛉ 学 ⩦ 指 導 案
Ⅰ 単 元 くらべて はっけん㸟どうぶつの ㉥ちゃん㸦『どうぶつの ㉥ちゃん』㸧

Ⅱ 考 察

㸯 教材ほ

(1) ⫱成を目指す㈨㉁・⬟力の三つの柱

①知識及び技能 ②思考力，判断力，表現力等

⛬度を⾲すㄒ句や文❶の中にある情報同士の 事柄の㡰序を⪃えたり㸪文❶の中にある情報の

相㐪についての知㆑及び㸪それを文❶をㄞむ 相㐪点を比べたりしながらㄞむ力

㝿に用いる技⬟

③学びに向かう力，人間性等

楽しんで文❶をㄞみ㸪ㄞんで分かったことを友㐩と✚極的に⪺き合ったり㸪書いて伝え合った

りしようとする態度

(2) 学⩦内容㸸学⩦指導せ㡿上の位⨨付け

〔知㆑及び技⬟〕(1)

オ ㌟㏆なことを⾲すㄒ句の㔞を増し㸪ヰや文❶の中で使うとともに㸪ゝⴥには意味によるㄒ

句のまとまりがあることに気付き㸪ㄒ彙を㇏かにすること。

〔知㆑及び技⬟〕(2)

ア 共㏻㸪相㐪㸪事柄の㡰序など情報と情報との㛵係について理ゎすること。

〔思⪃力㸪判断力㸪⾲現力➼〕㹁 ㄞむこと(1)

ア 時㛫的な㡰序や事柄の㡰序などを⪃えながら㸪内容の大体を捉えること。

(3) 単元の価値

本単元では㸪ㄝ明的な文❶『どうぶつの ㉥ちゃん』㸦光村㸯年下㸧に書かれている㸪ライオンや

しまうま➼の㉥ちゃんの生まれたときや成㛗の様子を比べてㄞみ㸪他の動物の㉥ちゃんについて㸪生

まれたときの様子㸪成㛗の様子という㡰序でㄝ明する文❶を書く学⩦を⾜う。本単元で扱う教材及び

ゝㄒ活動の価値は以下のとおりである。

『どうぶつの ㉥ちゃん』は㸪「生まれたばかりのときは㸪どんなようすをしているのでしょ

う。」「どのようにして㸪大きくなっていくのでしょう。」という二つの問いの文から始まり㸪ラ

イオンの㉥ちゃん㸪しまうまの㉥ちゃんを事例に挙げてㄝ明している文❶である。

それぞれの動物の㉥ちゃんの様子をㄝ明する㝿㸪「ぐらい」という⛬度を⾲す副助モが多用さ

れている。そのため㸪子どもたちは⛬度を⾲すㄒ句の意味理ゎを広げ㸪書かれている内容を理ゎ

する㝿に用いることができる。また㸪生まれたときや成㛗の様子が大きく異なる二✀㢮の動物を

取り上げているため㸪両⪅の相㐪点に気付くことができる。よって㸪⛬度を⾲すㄒ句や文❶の中

にある情報同士の相㐪についての知㆑及び㸪それを文❶をㄞむ㝿に用いる技⬟を㌟に付けること

につながる。
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本教材文は㸪まず㸪⫗㣗動物であるライオンの㉥ちゃんについて㸪「生まれたときの様子」㸪「成

㛗の様子」の㡰序で書かれ㸪次に㸪対照的なⲡ㣗動物であるしまうまの㉥ちゃんについても同様

の㡰序で書かれており㸪内容を比べやすい。そのため㸪事柄の㡰序を⪃えたり㸪文❶の中にある

情報の相㐪点を比べたりしながらㄞむ力を㧗めることにつながる。

子どもたちにとって㸪動物園や図㚷➼で目にしたことのある動物の生態を伝える文❶は⯆味や

㛵心をもちやすい。そのため㸪楽しんで文❶をㄞみ㸪ㄞんで分かったことを友㐩と✚極的に⪺き

合ったり㸪書いて伝え合ったりしようとする態度を㣴うことにつながる。

文❶の書き方をㄞみ取り㸪その書き方を用いて⮬分で同様の文❶を書く活動は㸪㸯年「ぢつけ

た㸟かくれんぼめいじん」や「じどう㌴ずかんを つくろう」で子どもたちが⧞り㏉し意欲的に

取り⤌んできたゝㄒ活動である。そのため㸪子どもたちは㸪ㄝ明的文❶をㄞむ学⩦に意味をぢい

だしながら㸪学⩦のぢ㏻しをもって㸪このゝㄒ活動に取り⤌むことになる。このことは㸪子ども

たちがゎ決する必せ感をもってㄢ㢟ゎ決をすることにつながる。

(4) 今後の学⩦

ここでの学⩦は㸪㸰年「たんぽぽの ひみつを まとめよう㸦『たんぽぽの ちえ』㸧」における㸪

時㛫的な㡰序を⪃え㸪たんぽぽの様子の変化とその理由をㄞみ取る学⩦へと発展していく。

㸰 児❺の実態及び指導方㔪

子どもたちは㸪㸯年「じどう㌴ずかんを つくろう」㸦『じどう㌴くらべ』㸧において㸪様々な㌴の

「しごと」と「つくり」についてㄞみ㸪他の㌴について㸪「しごと」㸪「つくり」という㡰序でㄝ明す

る文❶を書く学⩦に取り⤌んできた。この学⩦の中で明らかになった子どもたちの実態及び本単元を

㐍めるにあたっての指導方㔪は㸪次のとおりである。

① 様々な⮬動㌴の働きやそのための仕⤌みを⾲すㄒ句の㔞を増し㸪文❶の中で使うことができるよ

うになってきている。そのような子どもたちが㸪「ぐらい」という⛬度を⾲すㄒ句の意味を理ゎで

きるよう㸪ㄞみ取った内容を友だちと十分に⪺き合う時㛫を⧞り㏉しタける。

② 様々な⮬動㌴の「しごと」とそのための「しくみ」という㡰序を⪃えながらㄞんだり書いたりで

きるようになってきている。そのような子どもたちが㸪動物の㉥ちゃんについて書かれた文❶を「生

まれたときの様子」㸪「成㛗の様子」という㡰序でㄞみ取ったり㸪ㄞみ取った内容を比べたりでき

るよう㸪段ⴠカードを並べて比べられる学⩦プリントを用意する。

③ 様々な⮬動㌴についての文❶を楽しんでㄞんだり㸪ㄞんで分かったことを㐍んで書いたりできる

ようになってきている。このような子どもたちが㸪動物の㉥ちゃんについての文❶を楽しんでㄞん

だり㸪ㄞんで分かったことを㐍んで書いて伝え合ったりできるよう㸪図㚷を書く㝿に用いる㸪様々

な✀㢮の動物についての図書㈨料を用意する。

Ⅲ 目標及び評価規準

Ⅳ 指導計画 ※Ⅲ・Ⅳについては㸪指導とホ価のィ画参照

Ⅴ 本時の学習

㸯 ねらい ライオンとしまうまの㉥ちゃんの様子について㸪両⪅の㐪いに着目してもった感想を⪺

き合うことを㏻して㸪よりヲしく文❶の内容を理ゎすることができる。

㸰 準 備 段ⴠカード 学⩦プリント

㸱 本時想定した㌍動をする子どもの姿

学⩦ㄢ㢟「ライオンとしまうまの㉥ちゃんを比べてㄞんで㸪他の動物の㉥ちゃん図㚷を
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書こう」のゎ決に向けて㸪ライオンとしまうまの㉥ちゃんの生まれたときや成㛗の様子を

比べてもった感想を伝え㸪⪺き合う活動を⥆けている。

㸲 展 㛤

学⩦活動と子どもの意㆑ 指導上の留意点

㸯 本時のめあてをつかむ。 㸯学習課題を解決することへの必要感を想起でき

・早く「動物の㉥ちゃん図㚷」を書きたいな。 るよう，「動物の赤ちゃん図鑑」のモデルを提

・でも㸪まだライオンとしまうまの㉥ちゃん 示し，学習課題の解決状況を問いかける。

の様子を比べてㄞんでないから㸪今日はそ ○文❶を比べてㄞむ問㢟意㆑をもてるよう㸪学⩦

れをめあてにして㸪㡹張りたいな。 ㄢ㢟を再提♧し㸪本時のㄢ㢟を問いかける。

㸰 ライオンとしまうまの㉥ちゃんの様子の 㸰赤ちゃんの「生まれたときの様子」と「成長の

㐪いについてペアで感想を⪺き合う。 様子」について読み取ってきた内容が比べやす

・このカードと㸪そのカードは大きさとか目 くなるよう，段落カードを内容ごとにペアで組

や⪥というゝⴥがあって㸪同じことが書い み合わせ，学習プリントに並べるよう促す。

てあるから㸪四ゅの中に並べて⨨いたらよ ○段ⴠカードの⤌み合わせの正しさを☜ㄆできる

いと思うけど㸪どうかな。 よう㸪ペアで㡢ㄞするよう促す。

・歩けるようになったら獲物を捕まえて㣗べ ○㉥ちゃんの様子の㐪いについて㸪感想を伝え合

られるから㸪これで合ってるよね。 えるよう㸪対ヰのモデルとモデルのヰ型を提♧

・ライオンの㉥ちゃんは動物の王様なのに㸪 する。

生まれたときはしまうまの㉥ちゃんより体 ○対ヰが停滞しているペアには㸪様子の㐪いを基

が小さくて㸪不思㆟だと思うよ。 に感想がもてるよう㸪比べたときにすごいと思

・⚾は㸪しまうまの㉥ちゃんの方がすごいと う動物とその理由を問いかける。

思うな。なぜなら㸪ライオンの㉥ちゃんと ○互いの感想のよさを感じられるよう㸪教室全体

㐪って㸪生まれたときに体がもうやぎぐら で㸪ペアで⪺き合ったことを発⾲するよう促す。

い大きいからだよ。すごいよね。 ○内容ごとに㐪いを捉えられるよう㸪感想を何度

・他の友㐩はしまうまより小さかったライオ も伝え合っているペアを⛠㈶する。

ンの㉥ちゃんが㸪大きくなると強くなるの ホ価㡯目

がすごいと思ったのか。それもそうだね。 「生まれたときの様子」㸪「成㛗の様子」と

・㣗べ物のことも⪃えてみようかな。しまう いう㡰序で段ⴠカードを並べ㸪様子の㐪いにつ

まの㉥ちゃんはライオンの㉥ちゃんよりお いての感想を発ゝしている。

乳を㣧んでいるときが少ないから㸪やっぱ 㸺学⩦プリント・発ゝ②㸼

りしまうまの㉥ちゃんはすごいよね。

㸱 本時の学⩦を振り㏉る。 ○文❶を比べてㄞむことのよさを実感できるよ

・ライオンの㉥ちゃんと比べてㄞんだら㸪し う㸪本時学⩦した内容について㸪「思ったこと」

まうまの㉥ちゃんはすごいと思ったよ。 のど点で㸪ノートに振り㏉りを書くよう促す。

めあて ライオンとしまうまの㉥ちゃんの様子を比べて㸪思ったことを⪺き合おう。



単元 くらべて はっけん㸟どうぶつの ㉥ちゃん㸦『どうぶつの ㉥ちゃん』㸧

┠ᶆ 事᯶の㡰序にẼを付けてㄞみ取ったことをẚべながら㸪᭩かれている内容をṇ☜に⌮ゎすることできる。

ホ価 (①▱ ㆑ 及 び ᢏ ⬟)⛬度を⾲すㄒ句や㐪いにẼを付けたㄞみ᪉を▱り㸪『どうぶつの ㉥ちゃん』の⌮ゎに⏝いている。
つ‽ (②思⪃力㸪判᩿力㸪⾲⌧力➼)動≀の㉥ちゃんの⏕まれたときや成㛗のᵝ子の㡰序にẼを付けて㸪㐪いをẚべながらᩥ❶をㄞんだり᭩いたりしている。

(③主体ⓗに学⩦に取り⤌む態度)動≀の㉥ちゃんの⏕まれたときや成㛗のᵝ子に㛵心をもち㸪ᩥ❶をㄞんだり᭩いたりしようとしている。

㐣⛬ ᫬㛫 学⩦ά動 ᣦ導上の␃意Ⅼ ホ価㡯┠㸺ホ価᪉ἲ㸦ほⅬ㸧㸼

つ 㸯 ○ライオンやしまうまについて▱っていることや『どう ○動≀の㉥ちゃんへの㛵心を㧗められるよう㸪「初めて▱っ ◇ᩥ❶の内容にゐれながら㸪初めて▱ったことや
か ぶつの㉥ちゃん』についての初Ⓨの感想を⪺き合う。 たこと」「㦫いたこと」というほⅬをᥦ♧する。 㦫いたことをグ㏙している。 㸺ノート③㸼
む

㸯 ○これまでのㄝ᫂ⓗなᩥ❶で学⩦したことを᣺り㏉り㸪 ○動≀の㉥ちゃんについて㸪「⏕まれたときのᵝ子」㸪「成㛗 ◇「⏕まれたときのᵝ子」を問うᩥと「成㛗のᵝ
学⩦ㄢ㢟を❧て㸪学⩦のぢ㏻しをもつ。 のᵝ子」という㡰序でㄝ᫂されていることにẼ付く手᥃か 子」を問うᩥとを㸪それぞれⰍ分けしながら傍
学⩦ㄢ㢟の例「ライオンとしまうまの㉥ちゃんをẚべ りを得られるよう㸪問いのᩥをⰍ分けするᮏᩥシートを⏝ ⥺を引いている。 㸺ᮏᩥシート③㸼

てㄞんで㸪他の動≀の㉥ちゃん図㚷を 意する。
᭩こう」

ふ 㸰 ○ライオンとしまうまの㉥ちゃんについて㸪「⏕まれた ○⛬度を⾲すㄒ句に╔┠しながらライオンの㉥ちゃんについ ◇「ぐらい」に╔┠しながら㸪ライオンの㉥ちゃ
か ときのᵝ子」と「成㛗のᵝ子」をㄞみ取る。 てㄞみ取れるよう㸪「ぐらい」を使ったᩥとそうでないᩥ んのᵝ子についてⓎゝしたり㸪グ㏙したりして
め をᥦ♧する。 いる。 㸺Ⓨゝ・ᮏᩥシート①㸼
る

㸯 ○ライオンとしまうまの㉥ちゃんについてㄞみ取った内 ○ライオンとしまうまの㉥ちゃんのぢた┠や成㛗のᵝ子の㐪 ◇「⏕まれたときのᵝ子」㸪「成㛗のᵝ子」という
容をẚべ㸪⪃えたことを⪺き合う。㸦本時㸧 いにẼ付けるよう㸪ẁⴠカードを並べてẚべられる学⩦プ 㡰序でẁⴠカードを並べ㸪ᵝ子の㐪いについて

リントを⏝意する。 の感想をⓎゝしている。
㸺学⩦プリント・Ⓨゝ②㸼

㸯 ○カンガルーの㉥ちゃんについて㸪「⏕まれたときのᵝ ○カンガルーの㉥ちゃんの⏕まれたときや成㛗のᵝ子を㡰序 ◇カンガルーの㉥ちゃんの「⏕まれたときのᵝ子」
子」と「成㛗のᵝ子」をㄞみ取る。 にẼを付けてᤊえられるよう㸪「⏕まれたときのᵝ子」㸪「大 や「成㛗のᵝ子」についてⓎゝしたり㸪グ㏙し

きくなるᵝ子」のどⅬをᥦ♧する。 たりしている。 㸺Ⓨゝ・ᮏᩥシート②㸼

㸯 ○カンガルーの㉥ちゃんについてㄞみ取った内容を㸪ラ ○他の動≀の㉥ちゃんについてㄪべる意ḧを㧗められるよ ◇図㚷のモデルにカンガルーの㉥ちゃんについて
イオンやしまうまの㉥ちゃんのᵝ子とẚべ㸪⪃えたこ う㸪他の動≀の㉥ちゃん図㚷のモデルを再ᥦ♧する。 ㄞみ取った内容を᭩き加えたり㸪他のページに
とを⪺き合う。 ᭩き加えたい動≀についてⓎゝしたりしている。

㸺図㚷・Ⓨゝ③㸼

㸱 ○他の動≀の㉥ちゃんについてㄪべて㸪「⏕まれたとき ○他の動≀の㉥ちゃんについて㸪「⏕まれたときのᵝ子」と ◇他の動≀の㉥ちゃんについて㸪「⏕まれたとき
のᵝ子」と「成㛗のᵝ子」の㡰序でᩥ❶を᭩く。 「成㛗のᵝ子」という㡰序で᭩けるよう㸪ㄪべたことをᩚ のᵝ子」と「成㛗のᵝ子」を分けてㄪべたこと

・動≀に㛵するᮏをㄞみ㸪⮬分の᭩きたい動≀を㑅ぶ。 ⌮するどⅬを♧した学⩦プリントを⏝意する。 をグ㏙している。 㸺学⩦プリント②㸼
・㑅んだ動≀について㸪ᮏに᭩かれている⏕まれたばか

りのときのᵝ子と㸪大きくなっていくᵝ子をㄪべる。
・ㄪべた内容を図㚷⏝の学⩦プリントにまとめる。

ふ 㸯 ○完成した図㚷をㄞみ合い㸪学⩦の᣺り㏉りをする。 ○いろいろな動≀の㐪いをẚべてㄞむことのᴦしさを実感で ◇㐪いに╔┠しながら㸪友㐩の᭩いた図㚷のよさ
り きるよう㸪「⏕まれたときのᵝ子」㸪「大きくなるᵝ子」の をグ㏙している。 㸺ノート②㸼
か どⅬをᥦ♧する。
え
る

ᣦ導とホ価のィ⏬㸦全㸯㸯᫬㛫㸧


